
企業情報：ドローンメーカーDJI 

 

DJI は、自社の技術開発において「既存の技術を組み合わせる」というアプローチと「自

社内での研究開発を重視する」というスタンスを取っている。この二つの方針が一見矛盾

しているように見えるが、実際には相補的な関係にある。 

まず、「既存の技術を組み合わせる」という戦略は、業界内の他社との提携や技術ライセン

スを通じて技術の確保や効率的な開発を図るものである。例えば、DJI は GoPro との協力

によって空撮カメラの開発を進め、相互の強みを生かすことで新しい製品を生み出してき

た。このような戦略は、迅速に市場ニーズに応えるための有力な手段となる。 

一方で、「自社内での研究開発を重視している」という方針は、DJI が独自の技術力を維持

し、競争力を高めるための基盤を形成するために重要である。このアプローチでは、企業

内部での技術革新を促進し、新製品の開発や製品の性能向上に向けた研究が行われる。実

際、DJI は従業員の約四分の一を研究開発に従事させているとされ、その成果として市場

に新たな技術や製品を提供している。 

このように、DJI が「既存の技術を組み合わせる」ことと「自社内での研究開発を重視す

る」ことは、互いに補完し合う関係にある。前者により市場のトレンドに迅速に対応し、

後者により⾧期的な技術優位性を確保することで、競争の激しいドローン市場において持

続可能な成⾧を実現しているのだ。 

 

DJI は、カメラ技術と慣性測定ユニット（IMU）技術の開発において、複数の要素技術を

調達しており、その過程でのアプローチは多岐にわたります。 

まず、DJI は自社内での研究開発を重視しており、専門的なエンジニアや研究者を雇用す

ることで、独自の技術を構築しています。この自社開発のアプローチは、特に高精度の

IMU システムや画像処理アルゴリズムにおいて重要です。 

次に、DJI は外部のサプライヤーからの部品調達も行っています。特に、レンズやセンサ

ーに関しては、信頼性のある第三者から部品を調達することで、高品質な製品を市場に提

供しています。このようなサプライヤーとのパートナーシップは、コスト削減や供給安定

性の向上にも寄与しています。 

さらに、DJI は市場のニーズや技術トレンドを常に監視し、競争の激しいドローン業界に

おいて、それに応じた最新の技術を適用しています。例えば、IMU 技術はドローンの安定

性や精度に直結するため、最新のセンサー技術やアルゴリズムの採用が進められていま

す。これには、多軸センサーの統合や、リアルタイムでのデータ処理能力の向上が含まれ

ます。 

  



 

入力した要素技術 

DJI が、ドローン開発のために培ってきた、市場にある枯れた技術の組み合わせ（インテ

グレーション）で新製品を生み出す能力。DJI がこれまでに開発してきた要素技術ではな

いことに注意。 

 

英語表記：DJI's technological capability as an integrator, focusing on creating new products 

by combining mature, off-the-shelf technologies available in the market, rather than 

utilizing their own proprietary and already developed technologies. 

  



1. アイデア１「AI-Powered Posture & Gait Analyzer／（AI を活用した姿勢・歩行分析シ

ステム）」 

コンセプト: スマートフットマットと AI カメラシステムを用いて、歩行姿勢を分析

し、運動機能低下の早期兆候を検出します。 

 

【使用技術】 

AI 駆動の動作分析、コンピュータビジョン、IoT 圧力センサー 

 

【市場分析など】 

(ア) 技術統合の機会: このシステムは、AI 駆動の動作分析、コンピュータビジョン、

IoT プレッシャーセンサーなど、複数の成熟技術を統合しています。これは DJI

のシステムインテグレーターとしての強みを最大限に活かせる領域です。 

(イ) 成⾧市場: 高齢化社会の進展に伴い、転倒予防や早期の運動機能低下検知のニー

ズが高まっています。この市場は 2025 年から 2030 年にかけて大きく成⾧すると

予測されています。

https://www.researchandmarkets.com/reports/5926867/senior-care-technologies-

market-forecasts 

(ウ) 革新性: この概念は、従来の歩行分析や姿勢矯正アプローチとは全く異なる、AI

と IoT を活用した革新的なソリューションを提供します。 

(エ) データ活用の可能性: 利用者の歩行パターンや姿勢に関するデータを収集・分析

することで、個別化された健康アドバイスや予防策の提案など、付加価値サービ

スの創出が可能です。 

(オ) ヘルスケア市場への参入: この製品は、DJI が成⾧著しいヘルスケアテクノロジー

市場に参入する足がかりとなります。 

(カ) B2B 及び B2C 市場の可能性: 個人利用者向けだけでなく、医療機関や高齢者施設

など、法人向け市場も開拓できる可能性があります。 

(キ) 継続的な収益モデル: ハードウェア販売に加えて、データ分析サービスやソフト

ウェアアップデートによる継続的な収益が見込めます。 

(ク) 社会的インパクト: 高齢者の健康維持と自立支援に貢献することで、社会的価値

の高い事業として認知される可能性があります。 

 

【プレイヤー分析】 

(ア) 協業先 

① Sennotech 

ウェブサイト: https://www.sennotech.com/en 

概要: Sennotech（創感科技）は、中国国内で足部および体姿勢に関連する健



康データ技術を展開している企業です。新型のセンサー技術とインテリジェ

ント信号処理技術を持ち、国家高新技術企業として認定されています。

Sennotech は、足圧検測や体姿勢分析の技術を駆使して、体の健康データを

解析し、製品として展開しています。特に、SennoFeet や SennoGait などの

製品があります。これにより、医療機関やリハビリテーション施設、スポー

ツクラブなどでの導入が進んでいます。 

② Tekscan 

ウェブサイト: https://www.tekscan.com/ 

概要: Tekscan は、圧力マッピングおよび力測定ソリューションを提供する

会社で、特に医療や工業分野での採用が進んでいます。共同開発やプロジェ

クトに関しては、医療機器メーカーや研究機関との協力が見込まれます。

Tekscan は、特に医療分野での動的な力測定システムと圧力マッピング技術

に強みを持ち、リハビリテーションや運動療法に最適なソリューションを提

供しています。最新の製品では、技術的なサービスを利用したシステムソリ

ューションを提供できるため、さらなる再販業者としての選択肢となりま

す。 

③ Codamotion 

ウェブサイト: https://codamotion.com/ 

概要: Codamotion は、運動捕捉技術を提供する企業で、学術研究や歩行分

析などに特化しています。医療機器メーカーやリサーチ機関との提携可能性

があります。Codamotion は、医療機関における高度なモーションキャプチ

ャ技術を提供し、特にスポーツ科学や生体力学の研究において、データ分析

や歩行分析を行うためのツールとして非常に有効です。これにより、運動パ

フォーマンスの向上や怪我の予防が期待できます。 

④ Ochy 

ウェブサイト: https://www.ochy.io/ 

概要: Ochy は、AI を活用したランニングフォームと歩行分析を提供するア

プリです。フィットネスや健康関連の企業との共同開発の機会があります。

Ochy は、AI を活用した分析プラットフォームで、特にランナーのパフォー

マンス向上や怪我の予防に役立つツールを提供しています。健康関連企業と

のコラボレーションに加え、データ共有機能も備えています。 

⑤ Sency 

ウェブサイト: https://www.sency.ai/ 

概要: Sency は、AI によるモーション追跡技術を提供し、フィットネスや健

康プラットフォームへの実装を支援します。フィットネス関連企業と連携す

るチャンスがあります。Sency は、AI によるモーション追跡を提供し、フィ



ットネス業界向けのデータ収集や分析の効率化に役立つため、さまざまな企

業との提携が可能です。 

 

(イ) 再販業者候補 

① 泉工医科工業株式会社 

https://www.mera.co.jp/ 

泉工医科工業株式会社は、1940 年に設立された医療機器メーカーであり、

特に心肺機器の分野で高い評価を得ています。彼らの主なビジネスモデル

は、革新的な医療機器の製造と販売であり、特に人工心肺装置やカニューレ

など、手術に必要な高品質な製品を提供しています。 

同社は、日本国内で医療機器市場のリーダーとしての地位を築いており、特

に低圧電動吸引装置において 80%のシェアを占めています。また、最初の人

工心肺装置を開発したことで、革新性と技術的信頼性に関して高く評価され

ています。この企業は、厳格な品質管理システムを持ち、ISO 13485 の規格

に準拠した製品を提供しており、世界中の顧客に対して信頼性の高い製品を

供給しています 

 

② Healthcare Technologies https://www.hct.group 

Healthcare Technologies は、医療分野における最新の技術革新を推進する企

業群を指し、情報技術と医療機器の融合によって、患者ケアや運営の効率を

向上させています。この分野では、電子医療記録(EMR)、遠隔医療、モバイ

ルヘルスアプリなど、デジタルソリューションが重視されています。 

このような技術は、医療従事者の日常業務の効率を向上させるだけでなく、

患者の健康管理をより効果的に行う手段ともなります。例えば、AI を活用し

た診断支援ツールやデータ分析に基づいた予測医療が進化し、医療の質を向

上させています。 

Healthcare Technologies において、最新のテクノロジーによる医療機器が急

速に進化しており、特に患者ケアの効率を高めるためのデジタルソリューシ

ョンの普及が進んでいます。このトレンドは、遠隔医療やモバイルアプリと

連携したプラットフォームを通じて、患者の健康管理をリアルタイムで行う

ことを可能にし、より良い医療サービスを提供する基盤となっています。AI

を利用した診断ツールやデータ分析により、患者の健康状態を予測する能力

も向上しています。 

 

③ Mediark Inc. https://www.mediark.co.jp/ 

Mediark Inc.は、日本における医療機器の輸入と販売に特化した企業です。



彼らのビジネスモデルは、国外からの高品質な医療機器の調達と、それを国

内市場に提供することによって成り立っています。主に MRI 装置や整形外

科用医療機器を扱い、臨床現場でのニーズに応じた製品の提供を行っていま

す。また、Mediark は、販売後のサポートやメンテナンスも重視しており、

顧客との信頼関係を構築しています。これにより、医療機関が必要とする信

頼性の高い医療機器の供給を促進しております。 

Mediark Inc.のビジネスモデルは、総じて高品質な機器の輸入・販売に特化

しており、顧客のニーズに応じたソリューションを提供するために、アフタ

ーサービスの充実も図っています。これにより、医療機関とのパートナーシ

ップを築くことで、競争力を維持することが可能となっています。 

 

④ Pacific Bridge Medical https://www.pacificbridgemedical.com 

Pacific Bridge Medical は、アジア市場における医療機器およびバイオテクノ

ロジー分野を専門とするコンサルティング会社です。ビジネスモデルは、規

制当局との連携を深めることで、医療企業がアジア市場に進出する際の支援

を行っています。具体的には、製品の登録、市場調査、戦略的なビジネス開

発を手掛けており、アジア市場の複雑な規制や文化的要因に対する理解を深

め支持を提供しています。このように、Pacific Bridge Medical は医療機器や

バイオテクノロジー企業がアジア市場における成⾧を実現するための重要な

パートナーとして機能しています。これらの企業はそれぞれ異なるビジネス

モデルと市場での役割を持ちながら、医療分野の発展に寄与しています。

Pacific Bridge Medical は、特にアジア地域においての医療機器企業への支援

に強みを持つコンサルティング会社であり、戦略的なビジネス開発や市場進

出に関するノウハウを提供しています。このように、彼らは企業が新市場に

進出する際の障壁を低くし、成功を収めるための役立つパートナーとなるこ

とを目指しています。 

 

【ビジネスモデル】 

最も利益率が高くなりそうなビジネスモデルは、サブスクリプション型の SaaS（Software 

as a Service）モデルです。 

理由： 

1. 継続的な収益: 月額または年額のサブスクリプション料金により、安定した収益流

を確保できます 12。 

2. スケーラビリティ: クラウドベースのソリューションにより、多数のユーザーに低

コストでサービスを提供できます 8。 

3. データの価値: 継続的なデータ収集により、AI モデルの改善や新たな洞察の創出が



可能となり、サービスの価値が時間とともに向上します 33。 

4. 付加価値サービス: 基本サービスに加え、高度な分析や個別化されたレポートなど

の付加価値サービスを提供することで、収益を増加させることができます 7。 

5. 低い初期投資: ハードウェア販売に比べ、ソフトウェアベースのサービスは初期投

資が低く、利益率を高めやすいです 33。 

6. 顧客ロイヤルティ: 継続的なサービス提供により、顧客との⾧期的な関係を構築

し、解約率を低減できます 12。 

7. アップセル機会: 既存顧客に対して、より高度な機能や追加サービスを提供するこ

とで、顧客単価を上げることができます 33。 

このモデルでは、スマートフォンやウェブカメラを使用して AI 分析を行うため、専用のハ

ードウェアが不要となり、コストを抑えつつ幅広いユーザーにサービスを提供できます。

また、医療機関や保険会社との連携により、B2B 市場での展開も可能となり、さらなる収

益機会を創出できます 33。 

  



2. アイデア２「Smart Irrigation Optimization Platform／スマート灌漑最適化プラットフ

ォーム」 

 

コンセプト: 天気予報、土壌水分センサー、自動バルブを統合したクラウドベースの

AI システムで、農業用灌漑を最適化します。 

 

【使用技術】 

(ア) IoT センサー： 

DJI は直接 IoT センサーを製造していませんが、ドローンに搭載するセンサー技術を

持っています 1。また、Microsoft FarmBeats ソリューションとの連携により、高度な

センサーを活用して熱、光、湿度などを検出する能力があります 4。 

(イ) AI 気象モデル： 

DJI は独自の AI 気象モデルを開発していませんが、Microsoft Azure IoT Edge を活用

して AI モデルを実行する能力があります 14。また、DJI Manifold 2 が Azure IoT 

Edge 認証を受けており、エッジデバイスに AI ワークフローを展開することが可能で

す 7。 

(ウ) クラウドベースの自動化： 

DJI は FlightHub 2 というクラウドベースのドローン運用管理プラットフォームを提

供しています 1218。これにより、ミッションの計画、フライトルートの作成・編集、

データ管理などをクラウド上で行うことができます。） 

 

【市場分析など】 

(ア) **市場ポテンシャル**: 農業部門は巨大なグローバル市場であり、水不足は世界

的にますます重要な問題となっています。このプラットフォームは、世界の淡水

取水量の約 70%を占める農業における効率的な水利用の必要性に対応していま

す。 

スマート灌漑市場: 

 2024 年の市場規模: 20 億ドル前後 

 2025 年の予測市場規模: 21.6 億ドル～25.24 億ドル 

 2030-2033 年の予測市場規模: 45.6 億ドル～58 億ドル 

 2025-2033 年の CAGR(年平均成⾧率): 12.68%～16.2%192428 

(イ) **DJI の専門性との適合**: ドローンを直接使用しませんが、このシステムは IoT

センサー、AI モデル、クラウドベースの自動化など、様々な技術を統合する DJI

の強みを活かしています。これは DJI の技術統合者としての能力とよく合致して

います。 

(ウ) **スケーラビリティ**: このプラットフォームは様々な種類の作物、気候、農場規



模に適応できるため、グローバルな展開と市場浸透の可能性が大きいです。 

(エ) **継続的な収益モデル**: このソリューションはサブスクリプションベースのモデ

ルで運用でき、ソフトウェアライセンスと継続的なサービスを通じて、DJI に安

定した継続的な収益をもたらします。 

(オ) **データの収益化**: このプラットフォームは貴重な農業データを収集し、匿名化

して収益化することができ、さらなる収益源を増やす可能性があります。 

(カ) **環境への影響**: 農業における水使用を最適化することで、重要な環境問題に

対応し、政府の補助金や支援を受ける可能性があります。 

(キ) **統合の機会**: このシステムは、土壌栄養センサーや作物収量予測器など、他の

農業技術と統合できる可能性があり、時間とともに機能性と市場訴求力を拡大で

きます。 

(ク) **低い規制障壁**: ドローンベースのソリューションと比較して、このプラットフ

ォームは規制上の障壁が少ない可能性が高く、より迅速な市場参入と採用が可能

です。 

(ケ) **B2B 重視**: 農業部門をターゲットにすることで、明確な B2B 重視のアプロー

チが可能となり、より大規模な契約と安定した⾧期的な顧客関係につながる可能

性が高くなります。 

(コ) **技術的相乗効果**: このプラットフォームで使用される AI と IoT 技術は、DJI

のポートフォリオにある他の水保全ソリューションにも適用できる可能性があ

り、製品ライン間で技術的相乗効果を生み出す可能性があります。 

 

【プレイヤー分析】 

(ア) 協業先 

① Netafim (https://www.netafim.com) 

イスラエルの企業で、マイクロ灌漑技術のパイオニアです。グローバル

な展開と先進的な灌漑システムの開発実績があります。 

② Rain Bird Corporation (https://www.rainbird.com) 

アメリカの企業で、幅広い灌漑ソリューションを提供しています。水の

効率的利用に焦点を当てた技術開発を行っています。 

③ Hunter Industries (https://www.hunterindustries.com) 

アメリカの企業で、革新的な灌漑システムと環境持続可能性への取り組

みで知られています。 

④ WiseConn (https://wiseconn.com) 

チリの企業で、灌漑管理ソリューションを提供しています。Almanac と

の戦略的パートナーシップの実績があります。 

⑤ 日本特殊陶業株式会社 Niterra 



同社はセンサー技術を持っており 2、これは灌漑システムにおける水分

や土壌状態の検知に活用できます。 

 

(イ) バリューチェーンの下流に当たる再販業者候補の候補 5 社： 

① CPS Distributors (https://cpsdistributors.com) 

スマート灌漑製品を含む灌漑機器の販売業者です。 

② Horizon Distributors (https://www.horizononline.com) 

アメリカ最大級の灌漑機器卸売業者の一つです。 

③ Central Irrigation (https://www.centralirrigation.com) 

カリフォルニア中央部で灌漑システムの販売・サービスを提供している

企業です。 

④ Valley Irrigation (https://www.valleyirrigation.com) 

センターピボットや線形灌漑システムを提供する世界的なリーダー企業

です。 

⑤ Waterford Irrigation Supply (https://www.waterfordisi.com) 

カリフォルニア中央部の農業産業向けに効率的な灌漑システムの設計と

設置を提供しています。 

 

【ビジネスモデル】 

サブスクリプション型の SaaS（Software as a Service）モデルが最も利益率が高くなる

可能性があります。 

 

理由： 

1. 継続的な収益：月額または年額のサブスクリプション料金により、安定した収益流

を確保できます。 

 

2. スケーラビリティ：クラウドベースのソリューションにより、多数のユーザーに低

コストでサービスを提供できます。 

 

3. データの価値：継続的なデータ収集により、AI モデルの改善や新たな洞察の創出が

可能となり、サービスの価値が時間とともに向上します。 

 

4. 付加価値サービス：基本サービスに加え、高度な分析や個別化されたレポートなど

の付加価値サービスを提供することで、収益を増加させることができます。 

 

5. 低い初期投資：ハードウェア販売に比べ、ソフトウェアベースのサービスは初期投



資が低く、利益率を高めやすいです。 

 

このモデルでは、既存の灌漑システムと統合可能なソフトウェアプラットフォームを

提供し、農業者や灌漑管理者に対して、リアルタイムのデータ分析、自動化された灌

漑スケジューリング、水資源の最適化などの機能を提供します。これにより、顧客は水

使用量の削減とコスト削減を実現し、継続的な価値を得ることができます。 

  



3. アイデア「AI-Powered Smart Pet Collar ／AI 搭載スマートペット首輪」 

**コンセプト**: ペットの健康、位置、活動を追跡し、行動を分析して病気や不安の早

期兆候を検出するスマート首輪。 

- **使用技術**: GPS 追跡、AI ベースの健康モニタリング、IoT センサー、行動分析用

機械学習。 

 

【技術】 

(ア) センサー統合技術: 

DJI はドローンで培った複数のセンサーを統合する技術を活かし、GPS トラ

ッキング、IoT センサー、音響センサー、加速度計などを一つのコンパクト

な首輪に統合できます[1][6]。 

(イ) AI と機械学習の実装: 

DJI の AI 技術統合能力を活用し、ペットの行動パターンを分析し、健康状態

の異常を検知する AI システムを実装できます[6][22]。 

(ウ) リアルタイムデータ処理: 

ドローンでのリアルタイム映像伝送技術を応用し、ペットの生体データをリ

アルタイムで処理・分析する技術を統合できます[11][22]。 

(エ) クラウドベースのデータ管理: 

DJI の FlightHub 2 のようなクラウドプラットフォーム技術を活用し、ペット

の健康データを安全に保存・管理するシステムを統合できます[2][31]。 

(オ) モバイルアプリケーション連携: 

DJI の既存のモバイルアプリ開発経験を活かし、ペットオーナーが簡単にデ

ータにアクセスできるユーザーフレンドリーなアプリを統合開発できます

[14][22]。 

(カ) エッジコンピューティング: 

DJI のドローンで使用されているエッジコンピューティング技術を応用し、

首輪上で一部のデータ処理を行い、バッテリー寿命を延ばすシステムを統合

できます[8][30]。 

 

【市場分析など】 

(ア) **市場ポテンシャル**: デジタルペットケア製品・サービス市場は 2024 年の

965.2 億ドルから 2025 年には 1056.7 億ドルに成⾧し、年平均成⾧率は 9.5%

と予測されています。ウェアラブルを含むスマートペット製品はこの成⾧の

重要な部分を占めています。 

https://www.thebusinessresearchcompany.com/report/digital-pet-care-

products-and-services-global-market-report 



 

(イ) **DJI の専門性との適合**: このコンセプトは、GPS 追跡、AI ベースの健康

モニタリング、IoT センサー、機械学習など、様々な技術を統合する DJI の

強みを活かしています。これは DJI の技術統合者としての能力と完全に一致

します。 

 

(ウ) **DJI らしさ**: ドローンを直接使用しませんが、スマート首輪は GPS 追

跡、センサー統合、データ処理など、DJI が専門とする多くの技術を組み込

んでいます。これにより、DJI は新しい市場で自社のコア・コンピタンスを

アピールできます。 

 

(エ) **継続的な収益源**: スマート首輪は、データサービス、健康モニタリング購

読、ソフトウェアアップデートを通じて継続的な収益機会を提供します。 

 

(オ) **データの価値**: 首輪はペットの健康と行動に関する貴重なデータを収集

し、匿名化して収益化することができ、追加の収益源を生み出します。 

 

(カ) **成⾧するペットテクトレンド**: ペットテク市場は急速に成⾧しており、AI

と IoT が主要な推進力となっています。スマート首輪はこのトレンドの最前

線にあります。 

 

(キ) **健康とウェルネスへの注目**: ペットオーナーの間でペットの健康とウェル

ネスへの関心が高まっています。スマート首輪は継続的な健康モニタリング

と問題の早期発見を提供することでこのニーズに対応します。 

 

(ク) **統合の機会**: スマート首輪は、スマートフィーダーやペットドアなど他の

ペットケアシステムと統合でき、機能性と市場訴求力を拡大できます。 

 

(ケ) **グローバル市場へのアクセス**: 世界中、特に新興市場でペット所有が増加

しており、この製品は DJI にグローバル展開の機会を提供します。 

 

(コ) **競争優位性**: 技術統合能力を活用することで、DJI は市場の既存製品と比

較してより高度で機能豊富なスマート首輪を作り出すことができます。 

 

【プレイヤー分析】 

(ア) 協業先 



① 株式会社ユニ・チャーム(https://www.unicharm.co.jp/) 

ユニ・チャームは、日本を代表するペット用品メーカーであり、様々な

ペット関連商品を製造しています。特に、ペットの健康や快適さを重視

した製品が多く、AI 技術を取り入れることで、より効果的なペットケ

アソリューションの開発が期待されます。DJI の AI 技術を活用した製

品として、飼い主がペットの健康状態をリアルタイムでモニタリングで

きる機能や、ペットの行動分析などが考えられます。 

 

② Whistle Labs, Inc. (https://www.whistle.com/) 

Whistle Labs は、ペットの位置追跡技術において先進的な企業であり、

GPS およびセルラー技術を活用してペットの動きを追跡するデバイス

を提供しています。DJI の AI 技術と組み合わせることで、ペットの位

置情報に基づいた健康管理や、異常行動の検出など、新しいサービスの

展開が進むでしょう。ペットの安全性を向上させる製品の開発にも寄与

する可能性があります。 

 

③ 株式会社エー・アンド・デイ (https://www.aandd.co.jp/) 

エー・アンド・デイは、計測機器や医療機器の製造を行う企業で、高精

度のセンサー技術を持っています。この技術を DJI の AI システムと統

合することで、ペットの生理データや体重、運動量などを正確にモニタ

リングする新たなデバイスが実現可能です。また、健康診断のデータ連

携により、獣医への情報提供がしやすくなるメリットもあります。 

 

④ Petcube, Inc. (https://petcube.com/) 

Petcube は、ペット用カメラやトリーツディスペンサーを開発する企業

で、遠隔からペットとインタラクションを可能にする製品を展開してい

ます。DJI の AI 技術を活用することで、より高度な映像解析によるペ

ットの行動認識や、ペットとの対話機能の強化が望まれます。このよう

な交互作用により、飼い主がペットのストレスや不安を緩和することが

できる新しいアプローチが期待されています。 

 

⑤ Mars Petcare (https://www.mars.com/made-by-mars/petcare) 

Mars Petcare は、世界最大のペットケア企業の一つで、食品から健康管

理まで幅広い製品を提供しています。DJI の AI 技術を活用し、ペット

ケアの革新を追求する姿勢は、製品開発におけるシナジーを生み出すこ

とができるでしょう。特に、ビッグデータと AI を組み合わせた解析を



用いることで、ペットの健康に対する洞察を深め、新しいサービスや製

品の開発に繋がる可能性があります。 

 

(イ) 再販業者候補 

① 株式会社コジマ (https://www.kojima.net/) 

② 株式会社コジマは、家電・電化製品の販売を行う企業で、全国に店舗を展開

しています。特に家電製品に強みを持ち、ビックカメラグループに属してい

ます。お客様の快適なライフスタイルを提供することを目指し、製品やサー

ビスの品質向上に努めています。 

 

③ 株式会社ペットプラス (https://www.ahb.jpn.com/) 

④ 株式会社ペットプラスは、子犬・子猫専門のペットショップを全国展開して

おり、安心・清潔・優しさを掲げています。店舗では、ペットの販売だけで

なく、関連商品やサービスも充実させるなど、ペットオーナーに対するトー

タルサポートを提供しています。この企業は、全国にペットショップを展開

しており、特にペットフードや用品の品揃えが豊富です。また、ペットの健

康管理に力を入れており、トリミングやしつけ教室などのサービスも提供し

ています。 

 

⑤ 株式会社ペットパラダイス (https://www.subnade.co.jp/shop/petparadise) 

⑥ 株式会社ペットパラダイスは、ペット向け商品の販売を行う企業で、ペット

と人間の新しい関係づくりを目指しています。特に、ペット服や生活に必要

な商品を多く取り扱い、ペットオーナーへの情報提供にも力を入れていま

す。ペットパラダイスの公式サイトは、特に多様なペットに対する衣類やア

クセサリーを強調しています。実店舗では、各種ペット用商品が揃ってお

り、新しいペットオーナー向けの情報も提供しています。 

 

⑦ 株式会社ペッツファースト (https://pfirst.jp/) 

株式会社ペッツファーストは、子犬や子猫専用のペットショップを全国展開

し、ペットの飼育に関するトータルサポートを行っています。動物病院も運

営しており、健康管理など幅広いサービスを提供しています。ペッツファー

ストでは、ペットの健康を重視した商品の販売や、しつけに関する情報提供

をおこなっています。ペットに関するイベントも企画しており、飼い主向け

のセミナーなども開催しています。 

 

⑧ 株式会社ライトハウス(https://www.lhouse.jp/) 



株式会社ライトハウスは、ペット用品や関連商品を扱うメーカーで、日本を

含む世界各国からアイデア豊かな商品を販売しています。特に、ペット市場

に特化した商品開発を行っており、競争力のある製品を提供しています。こ

の会社は、ペット市場だけでなく、人々の生活を豊かにする製品の開発にも

取り組んでいます。特に、ペット用品においては独自のデザインと機能性を

兼ね備えたアイテムが多く、消費者に好評を得ています。 

 

【ビジネスモデル】 

ハードウェア販売とデータ分析サービスを組み合わせたハイブリッドモデルが最も利益率

が高くなる可能性があります。 

理由： 

1. 初期収益：高品質な AI 搭載スマート首輪の販売により、高い初期収益を得られま

す。 

2. 継続的な収益：データ分析サービスを有料で提供することで、継続的な収益源を確

保できます。 

3. データの価値：収集されたペットの健康データは、獣医療や保険業界にとって価値

があり、匿名化したデータの販売による追加収益が見込めます。 

4. アップセル機会：データ分析結果に基づいて、ペット用品や健康サービスを推奨す

ることで、追加の収益を生み出せます。 

5. ブランド価値の向上：高品質なハードウェアとデータ分析サービスの組み合わせに

より、プレミアムブランドとしての地位を確立し、高い利益率を維持できます。 

6. コスト効率：クラウドベースのデータ分析サービスは、スケーラビリティが高く、

運用コストを抑えられます。 

7. 市場の差別化：単なるデバイス販売ではなく、総合的なペットケアソリューション

として差別化を図ることで、競争優位性を獲得できます。 

このモデルにより、初期投資の回収と⾧期的な収益の確保を両立し、高い利益率を実現で

きる可能性があります。 

 


